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                                                     全体概要
                                                         分野 1：生涯健康の時代
                                                     分野 2：生活インフラとしての情報環境　―ユビキタス成熟社会―
                                                                            蜷参考：NISTEP　REPORT　No.101
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep101j/idx101j.html







































 1）  首相官邸、イノベー ション25　http://www.kantei.go.jp/jp/innovation/
index.html
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て、比較的歴史の浅いコミュニケ
ーションの手段である電子メール
の利用方法についても洗練された
作法を重んじる教育の行き届いた
社会が実現される。
４‐３
生活者の視点からみた
変化の例
　目標とした、「賢い社会（Smart 
Surroundings）」における社会像
は１つの事例で描ききれるほど単
純ではない。そのため、８つの生
活シーンの各々に対し社会像を想
起できる複数事例を挙げ、それに
より社会像を浮き彫りにすること
にした。図表９に分野２の検討で
抽出されたシーン毎の代表的な社
会像の事例を示す。ここで、各生
活シーンの枠内には、上部に社会
像事例、下部にその対応するデル
ファイ課題を示している。
　また、生活シーン「住む」、「働く」
の中に掲載した具体的な社会像の
事例を次に示す。
例：  生活シーン「住む」の事例
 （みまもりの中で住む）
藺 家庭や地域等で収集される
人、物、環境に関わる状況の
変化（電気・ガスの始末や戸
締り忘れ、また鉄道の運行状
況や道路の渋滞状況、大雨・
洪水等の警報情報、等）が瞬
時に察知され、防災や事故防
止に利用される。
蜷 防災、防犯、介護支援機
能に加え多様なサービスを
ユーザに提供する生活支援
型ロボット等を活用した家
庭用セキュリティシステム
が相互に接続された地域セ
キュリティシステム（2014
年／ 2021年）。
 生活シーン「働く」の事例
 （よりよく働く）
藺 外国人とうまく共生するた
め、文化の相互理解を促す環
境（データベースなど）が整
備される。多くの外国人労働
力を受け入れられるようにな
る。また、海外の優秀な頭脳
を活用できる。
蜷 人間の生体情報や表情、視
線等の非言語的な情報から
意図を理解する技術（2019
年／ 2028年）。
　ここで「藺」は検討によって得
られた社会像を、「蜷」はその内
容が対応すると考えられるデルフ
ァイ調査の課題を表わす。
　このような形式の事例を、８つ
の生活シーン全体で 77件選択し
た。内訳として生活シーン別でみ
ると、「住む」で12、「費やす」で
10、「働く」で９、「育てる」で８、
「癒す」で 12、「遊ぶ」で５、「学
ぶ」で９、「交わる」で 12の事例
となった（詳細は、報告書P47～
58参照）。
